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１
．
原
子
力
規
制
委
員
会

日
時
：
2
0
2
2
年
７
月
25
日
（
月
）

場
所
：
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

出
席
者
：
（
原
子
力
規
制
庁
）
原
子
力
規

制
庁
原
子
力
規
制
部
原
子
力
規
制
企
画
課

ほ
か
、（
金
属
労
協
）
中
田
節
樹 

事
務
局
次

長
／
政
策
企
画
局
長
ほ
か

金
属
労
協
か
ら
の
要
請
概
要
：

〇
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
。

〇
新
技
術
の
迅
速
な
開
発
と
実
装
に
向
け

た
予
算
確
保
。

原
子
力
規
制
庁
か
ら
の
回
答
概
要
：

〇
原
子
力
発
電
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
効

率
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

〇
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
、
核
融
合
な
ど
新

し
い
技
術
は
、
国
際
的
な
動
向
に
つ
い

て
情
報
収
集
し
て
い
く
。

　

岸
田
総
理
は
2
0
2
2
年
７
月
、
再
稼

働
し
て
い
る
原
子
力
発
電
所
を
今
冬
に
最

「
金
属
労
協
2
0
2
2
年
産
業
政
策
要
求
」の
要
請
活
動
報
告

金
属
労
協
政
策
企
画
局  

山
根 

一
輝

デ
ジ
タ
ル
庁
か
ら
の
回
答
概
要
：

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
税
、
社
会
保

障
、
災
害
の
３
分
野
に
限
ら
ず
使
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

〇
2
0
2
1
年
12
月
に
策
定
し
た
「
構
造

改
革
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
原
則
」
で
は
、

そ
の
第
一
原
則
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
完
結

を
基
本
と
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
2
0
2
1
年
９
月
に

創
設
さ
れ
、
金
属
労
協
と
し
て
は
今
回
初

め
て
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
拡
大
が
期
待
で

き
る
分
野
と
し
て
、
例
え
ば
所
得
捕
捉
率

の
向
上
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
と
イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）を
紐
づ

け
る
こ
と
で
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
引

き
が
詳
細
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

所
得
捕
捉
率
が
か
な
り
高
ま
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

３
．
厚
生
労
働
省

日
時
：
2
0
2
2
年
８
月
１
日
（
月
）

場
所
：
厚
生
労
働
省

出
席
者
：
（
厚
労
省
）
政
策
統
括
官
ほ
か
、

（
金
属
労
協
）
佐
藤
裕
二 

副
議
長
／
政
策

委
員
長
ほ
か

金
属
労
協
か
ら
の
要
請
概
要
：

〇
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｔ
企
業
と
ユ
ー
ザ
ー
企
業
間
の
在
籍

型
出
向
の
活
用
促
進
。

〇
人
材
開
発
支
援
助
成
金
、
教
育
訓
練
給

付
の
活
用
促
進
。

〇
国
際
基
準
に
則
っ
た
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ

リ
ジ
ェ
ン
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
。

厚
生
労
働
省
か
ら
の
回
答
概
要
：

〇
在
籍
型
出
向
の
重
要
性
は
極
め
て
高
く
、

引
き
続
き
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
促
進
し
た
い
。

〇
人
材
開
発
支
援
助
成
金
で
は
、
人
へ
の

投
資
促
進
コ
ー
ス
を
創
設
し
て
お
り
、

大
９
基
ま
で
増
や
す
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
８
月
に
は
、
来
夏
以
降
に
最
大
で
17

基
体
制
に
す
る
こ
と
、
次
世
代
型
の
原
子

力
発
電
所
に
つ
い
て
開
発
・
建
設
を
表
明

し
て
お
り
、
再
稼
働
の
一
層
の
促
進
と
新

技
術
の
開
発
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
体
制
は
依
然

不
十
分
な
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原

子
力
発
電
所
再
稼
働
の
動
向
に
は
引
き
続

き
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
デ
ジ
タ
ル
庁

日
時
：
2
0
2
2
年
７
月
27
日
（
水
）

場
所
：
デ
ジ
タ
ル
庁

出
席
者
：
（
デ
ジ
タ
ル
庁
）デ
ジ
タ
ル
庁
参

事
官
ほ
か
、（
金
属
労
協
）中
田
節
樹 

事
務

局
次
長
／
政
策
企
画
局
長
ほ
か

金
属
労
協
か
ら
の
要
請
概
要
：

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
促
進
。

〇
地
方
も
含
め
押
印
・
書
面
・
対
面
原
則
の

見
直
し
を
進
め
る
こ
と
。

TOPICS

金
属
労
協
は
、
連
合
や
産
別
の
政
策
要
求
と
の
重
複
を
避
け
つ
つ
、
わ
が
国
金
属
産
業
の
命
運
を
決
す
る
課
題
で
あ
る

「
Ｄ
Ｘ
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」「
適
正
取
引
」
の
３
分
野
に
絞
り
込
み
、「
2
0
2
2
年
産
業
政
策
要
求
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

政
策
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
府
省
等
に
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
る
な
か
か
ら
、
主
要
な
政
策
の
要
請
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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TOPICS

　

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
2
0
2
2
年
８

月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
連
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関

す
る
指
導
原
則
」
に
沿
っ
た
内
容
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
点
で
問
題

が
あ
り
ま
す
。
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
う
ち
、
中
核
的
労
働
基
準
は
最
低

限
確
保
す
べ
き
人
権
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
主
観
で
あ
る
厚
生
労
働
省
に
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
積
極
的
な
推
進
を

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４
．
環
境
省

日
時
：
2
0
2
2
年
８
月
１
日
（
月
）

場
所
：
環
境
省

出
席
者
：（
環
境
省
）
環
境
省
地
球
環
境
局

総
務
課
長
ほ
か
、（
金
属
労
協
）
中
田
節
樹 

事
務
局
次
長
／
政
策
企
画
局
長
ほ
か

金
属
労
協
か
ら
の
要
請
概
要
：

〇
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
の
規

模
を
、
抜
本
的
に
拡
大
。

〇
水
素
・
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の
取
り
組
み

加
速
化
。

〇
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進
。

〇e
-fuel

の
開
発
促
進
。

〇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
引
き
下
げ
。

〇
原
子
力
発
電
の
活
用
促
進
。

環
境
省
か
ら
の
回
答
概
要
：

〇
岸
田
総
理
か
ら
、今
後
10
年
間
で
1

 
5
 

0
兆
円
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、政
府
と

長
期
休
暇
や
短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入

す
る
企
業
に
は
助
成
を
拡
充
し
て
い
る
。

〇
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
つ

い
て
、
国
際
基
準
に
そ
ん
色
な
い
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　

わ
が
国
で
は
Ｉ
Ｔ
人
材
の
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
、
Ｉ
Ｔ

企
業
以
外
の
、い
わ
ゆ
る「
ユ
ー
ザ
ー
企
業
」

に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
人
材
が
と
く
に
不
足
し
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
消

の
た
め
、産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の
「
人

材
育
成
・
交
流
型
出
向
」
の
活
用
促
進
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
実
績
が
上
が
っ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
産
業
雇
用

安
定
セ
ン
タ
ー
は
通
信
産
業
の
産
別
で
あ

る
情
報
労
連
と
も
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
て
は
20
兆
円
の
政
府
資
金
を
確
保
す

る
た
め
、Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
で
先
行
し
て

財
源
を
確
保
し
、必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
が
官
邸
で
立

ち
上
が
り
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
る
。

　

水
素
に
つ
い
て
は
、
火
力
発
電
、
燃
料
電

池
、
ガ
ス
供
給
、
化
学
利
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

キ
ャ
リ
ア
、
内
燃
機
関
の
燃
料
な
ど
、
幅
広

い
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
で
議
論
す
る
際
も
と
く
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
と
し
て
も
取
り
組

み
を
加
速
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

５
．
公
正
取
引
委
員
会

日
時
：
2
0
2
2
年
８
月
５
日（
金
）

場
所
：
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

出
席
者
：（
公
取
委
）
公
正
取
引
委
員
会
企

業
取
引
課
課
長
補
佐
ほ
か
、（
金
属
労
協
）

中
田
節
樹
事
務
局
次
長
／
政
策
企
画
局
長

ほ
か
、（
電
機
連
合
）
小
島
隆
洋 

中
央
執
行

委
員

金
属
労
協
か
ら
の
要
請
概
要
：

〇
独
占
禁
止
法
の
優
越
的
地
位
の
濫
用
規

制
の
位
置
づ
け
を
高
め
る
こ
と
。

〇
独
占
禁
止
法
の
優
越
的
地
位
の
濫
用
規

制
と
下
請
法
の
抑
止
力
を
高
め
る
こ
と
。

〇
適
正
取
引
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
周
知
徹

底
、
適
正
な
価
格
転
嫁
を
当
然
と
す
る

世
論
形
成
を
図
る
こ
と
。

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
の
回
答
概
要
：

〇
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
範
囲
は
海
外
の

競
争
法
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
た

め
、
法
体
系
の
組
み
換
え
は
必
要
な
い

と
考
え
て
い
る
。

〇
下
請
法
の
資
本
金
要
件
の
撤
廃
は
迅
速

か
つ
効
果
的
に
対
処
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
適
正
な
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、「
中
小

事
業
者
等
取
引
公
正
化
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」、「
価
格
転
嫁
円
滑
化
施
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
な
ど
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
、
公
正
取
引
委
員
会
へ
の
要

請
で
は
、
電
機
連
合
の
政
策
委
員
の
方
か

ら
、
よ
り
現
場
に
近
い
ご
意
見
を
お
伝
え

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
目
安
審
議

で
は
、
過
去
最
高
の
全
国
平
均
31
円
の
目

安
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
答
申
書
で
は
、

労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
上
昇
分
の
適
切
な
転
嫁
に
向
け
た
環
境

整
備
を
強
く
要
望
す
る
と
い
う
文
言
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
金
属
労
協
と
し
て
も

特
定
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
今
回
の
要
請
で
は
、
価
格
転
嫁
の

取
り
組
み
強
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

岸本武史政策統括官（右）に要請書を手渡す佐藤裕二副議長／
政策委員長（中央）、左は浅沼金属労協事務局長（当時）


